
g

（注：○数字は学年）
空 手 道 部
○第19回桃太郎杯全国高校空手道錬成大会（Ｈ18/1/4～1/6）
男子団体組手ベスト16
男子個人組手ベスト16 寺坂　純一②
○第25回全国高校空手道選抜大会（Ｈ18/3/24～3/26）
男子団体組手出場
○第23回火の国全国高校旗空手道優勝大会（Ｈ18/5/4）
男子団体組手ベスト16
○第22回中国高等学校空手道選手権大会（Ｈ18/6/16～6/18）
男子団体組手3位　寺坂　純一③、萬燈　辰朗③、吉田　祐基③、

在本　拓司③、芳川　訓章②
男子個人組手2位　在本　拓司③
○平成18年度全国高等学校総合体育大会（Ｈ18/8/6～8/9）
男子個人組手出場　在本　拓司③

剣 道 部
○第52回中国高等学校剣道大会（Ｈ18/6/16～6/18）
男子個人出場　胡谷　俊樹③、湯原　将人③
女子個人出場　谷井　結香③、河野　有香①

陸 上 部
○第59回中国高校陸上競技対抗選手権大会（Ｈ18/6/16～6/18）
4×400mR出場 柏野　　響③、柏原　純也③、河原　和人③、

伏見　　淳③、定金　駿介③、岩本　卓也③

山 岳 部
○第45回中国高等学校登山大会（Ｈ17/11/4～11/6）
団体女子2位　荒尾　　翠②、近藤彩和子②、間瀬　　泉①、

溝口　晴香①
○平成18年度全国高等学校総合体育大会（Ｈ18/8/21～8/25）
団体女子出場　荒尾　　翠③、近藤彩和子③、間瀬　　泉②、

溝口　晴香②

管 弦 楽 部
○第12回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ（Ｈ17/12/26～12/27）
出　場

囲碁将棋部
○中国高校囲碁選手権（Ｈ17/12/25～12/26）
男子個人戦優勝　木浦　賢彦①
○第30回全国高等学校総合文化祭囲碁部門（Ｈ18/8/5～8/6）
男子個人戦出場　木浦　賢彦②
○第30回全国高等学校囲碁選手権大会（Ｈ18/7/25～7/26）
出　場　木浦　賢彦②、岩橋　優太②、松本　和幸①

放送文化部
○第53回NHK杯全国放送コンテスト（Ｈ18/7/24～7/27）
出　場　木村　裕美③
○第30回全国高等学校総合文化祭放送部門（Ｈ18/8/5～8/6）
朗読部門審査員特別賞　木村　裕美③

物 理 部
○フィジコン（Ｈ17/12/17）
仁科賞　植田　佳明③
○物理チャレンジ（Ｈ18/7/31～8/2）
銅　賞　小林　竜也③

水泳同好会
○国民体育大会夏季大会（Ｈ17/9/9～9/13）
出　場　田中裕美子②

○第54回中国高等学校選手権水泳競技大会（Ｈ18/7/22～7/24）
出　場　濱本　隆太③、山根　　翔③、難波　祐真③、北谷　友嵩③、

上田　哲希②、音森　一輝①、金関　剛史①、正木　一平①、
田中裕美子③

こ の 1 年 間 の 部 活 等 成 績
――中国大会以上への出中国大会以上への出場場――

（H17年9月～H18年8月まで）
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今
日
の
教
育
改
革
は
、
昭
和
59
年
中

曽
根
内
閣
の
時
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
教

育
審
議
会
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、20
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

私
の
教
員
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
ま

す
。こ

の
間
、
実
に
様
々
な
事
態
が
進
行

し
ま
し
た
。
社
会
・
経
済
面
で
は
、
例

え
ば
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
雇
用
制
度
の
変

動
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
問
題
に

象
徴
さ
れ
る
社
会
格
差
、
青
少
年
の
非

行
や
犯
罪
、大
人
社
会
の
モ
ラ
ル
低
下
、

あ
る
い
は
企
業
倫
理
の
崩
壊
な
ど
、
挙

げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、

「
ゆ
と
り
教
育
と
学
力
低
下
論
争
」
は

大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
勤

労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性
な
ど
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
校
と
大
学
の
連
携
と

か
産
学
官
の
連
携
な
ど
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
進
め
、
官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
は
か
っ
て
、
変
化
す
る
社
会

へ
の
対
応
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
高
校
時
代
に
何
を

さ
て
お
い
て
も
ま
ず
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
第
一
に
学
力
で
す
。

第
二
は
、
自
律
心
で
す
。
自
分
を
取

り
巻
く
様
々
な
状
況
を
他
人
事
と
し
て

で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け

止
め
、
自
分
自
身
の
ル
ー
ル
に
従
い
、

自
分
の
力
で
行
動
す
る
青
年
に
な
る
こ

と
で
す
。

社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、

教
育
の
普
遍
的
な
使
命
が
揺
ら
い
で
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
山
朝
日
高
生
が
、
さ
ら
に
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
よ
う
、
同
窓
会
の

皆
様
方
の
熱
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

校　長
柴岡　　元

岡
山
朝
日
高
校
の
教
育

今
春
の
異
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異
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今
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の
異
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大 学 

北 海 道 
東 北 
筑 波 
東 京 
お茶の水女子 
東京外国語 
東 京 工 業 
一 橋 
横 浜 国 立 
名 古 屋 
京 都 
大 阪 
大阪外国語 
神 戸 
岡 山 
広 島 
山 口 
香 川 

16年 

2 
1 
4 
13 
2 
1 
0 
2 
3 
3 
10 
14 
2 
18 
73 
4 
1 
11

17年 

4 
1 
3 
22 
1 
2 
0 
0 
4 
4 
17 
12 
4 
10 
83 
6 
9 
13

大 学 

慶 応 義 塾 
上 智 
中 央 
東 京 理 科 
明 治 
早 稲 田 
同 志 社 
立 命 館 
関 西 
関 西 学 院 
ノートルダム清心女子 

私立大合計 

国公立大学 

私 立 大 学 

愛 媛 
九 州 
首都大東京 
大 阪 市 立 

国公立大合計 

4 
11 
2 
2 

250

8 
7 
1 
3 

273

16年 

25 
2 
12 
10 
8 
32 
53 
38 
35 
35 
20 

501

17年 

18 
9 
14 
13 
5 
23 
46 
53 
32 
18 
21 

468

18年 

2 
1 
4 
22 
1 
0 
0 
2 
6 
1 
14 
20 
2 
14 
68 
6 
4 
13

3 
8 
2 
2 

247

18年 

16 
1 
5 
13 
6 
34 
56 
31 
13 
20 
26 

352


